
阪大のシンボルマークにもなっている銀杏は、秋の風物詩として日本人にとって

はとてもなじみ深い植物ですが、その木がヨーロッパに初めてもたらされたのは

意外にも遅く 1 8世紀になってからのことでした。この新しい植物に魅せられてい
たドイツの文豪ゲーテは、代表作『西東詩集』で、銀杏の葉を愛のシンボルとし

て登場させています。ゲーテの詩を出発点として、銀杏をめぐるドイツと日本と

の意外な文化的接点などについてご紹介します。
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ゲーテと銀杏の木 9月 1 5日
  開催！

マンスリー
多文化サロン

会場は大阪大学

箕面キャンパス

です！

【日時】 2 0 2 2年 9月 1 5日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  
またはオンライン（参加者にはリンクをお知らせします）

   ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オンライン開催のみとなる場合があります。

【お申込受付】 2 0 2 2年 9月 5日開始（平日 9 - 1 7時  9月 1 2日〆切）
下記のU R L／右記のQ Rコードの登録フォームにて
h t t p s : / / f o r m s . o f f i c e . c o m / r / N k 3 m 9 j f Q X Y
または大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  

 ※ 1 3日を過ぎても連絡メール不着の場合は、担当者までお知らせください。

【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 
協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら


